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福井県は古来、大陸から港への玄関口として、街道も古い時代から発達し、交通の要

衝として重要な役割を果たしてきました。各地に宿場町、城下町など伝統的なまち並み

が残り、また、奇勝・東尋坊、越前海岸に代表される自然景観、静かな農村の風景など

の優れた景観があります。 

 

また、住環境においては、三世代同居率（全国第２位）や持ち家住宅率（全国第３位）

が高く、１住宅あたりの延べ面積（全国第２位）が大きいなど、福井県には暮らしやす

い基盤があります。これは、家族のつながりや絆がしっかり残っていて、福井の充実し

た子育て環境や優れた教育、高齢者の元気を支える大きな力となっています。こうした

ことが評価され、福井県民は昨年、法政大学の研究チームにより「日本でいちばん幸せ

な県民」に選ばれました。 

 

私たちはこのような福井の資源や地域特性を県民の誇りとして再認識し、次の世代に

守り伝えていく必要があります。 

 

そこで、平成２４年３月に改定した「福井県住宅・宅地マスタープラン」においては、

「ゆとりある豊かな住生活の実現～次世代につなぐふくいの住まい方～」を基本理念に、

本県独自の取り組みとして「住教育」を重点施策の一つに位置付けています。それぞれ

の地域で暮らす子どもから大人まで、自分たちの住んでいる地域の良さに気付き、誇り

を持ち、次の世代に住環境（住まい、まち並み、住まい方）をより良い形で継承するた

めに、住教育を実践しております。 

 

今回、県民の皆様に広く住教育について関心を深めていただくために、住居学の専門

家で住教育を実践されている大阪教育大学の碓田教授による基調講演と、モデル地区で

活動されている地区住民代表者によるパネルディスカッションで構成する、住教育シン

ポジウムを開催することになりました。今回のシンポジウムによって、皆様一人ひとり

が住まいやまちづくりに関心を持ち、理解を深め、福井の優れた景観や豊かな環境を次

の世代に残していく行動につながることを期待いたします。 

 

 

 

福井県土木部建築住宅課長 

井上 邦夫 

住教育シンポジウム開催趣旨 
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■日 時 平成２４年１０月２７日（土）１０：３０～１２：４０ 

■場 所 福井県産業会館 本館２階 

■主 催 福井県 

 

 

《プログラム》 

１ 基調講演（１０：３０～） 

   演題「地域資源を活用した住まい・まちづくり学習」 

   大阪教育大学教授  碓田 智子 

 

２ パネルディスカッション（１１：３０～） 

   コーディネーター  五十嵐 啓（福井工業大学准教授） 

   コメンテーター   碓田 智子（大阪教育大学教授） 

   パネリスト     小川 利男（社団法人福井県建築士会南越支部） 

             朝倉 英俊（NPO 法人今庄旅籠塾事務局長） 

             石畝 正樹（社団法人福井県建築士会勝山支部） 

             高島 信義（立待公民館前館長、たちまち子ども文楽団長） 

 

 

 

 

 

 

 

住教育シンポジウムの概要 

住教育シンポジウムの様子 

基調講演 パネルディスカッション 
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●基調講演講師／パネルディスカッションコメンテーター 

碓田 智子 （うすだ ともこ） 

大阪教育大学 教育学部 教養学科 教授 博士（学術） 

大阪市立大学大学院博士後期課程修了。福井大学教育地域科学部に

1995 年 4 月から 2002 年 9 月まで勤め、2002 年 10 月に大阪教育

大学教育学部へ移籍。専門分野は、住居学、住宅計画、住環境教育、住

宅施策など。大阪市立住まいのミュージアムと共働して住教育実践を行

うほか、兵庫県神戸市などの住教育にも関わっている。（一財）住宅総合

研究財団研究助成選奨などを受賞。 

 

●パネルディスカッションコーディネーター 

五十嵐 啓 （いがらし ひろし） 

福井工業大学 建築生活環境学科 准教授 

京都大学工学部建築学科卒業。ゼネコンの設計部で数多くの建築物の

設計に携わる。専門分野は、都市計画、建築計画、建築史、意匠など。

福井県建築士会設計コンペ優秀賞などを受賞。 

 

●パネルディスカッションパネリスト 

小川 利男 （おがわ としお） 

社団法人福井県建築士会南越支部 ／ 越前市タンス町界隈 

郷土の歴史や文化を継承するため、建築士会南越支部はもとより武生

ルネサンス、武生立葵会に参画し、幅広いまちづくり活動をしている。 

 

朝倉 英俊 （あさくら ひでとし） 

NPO 法人今庄旅籠塾事務局長 ／ 南越前町今庄宿 

今庄の町並みや文化の保全継承を進めるなど、今庄地区の活性化のた

め住民主体の自立したまちづくりを目指し活動をしている。 

 

石畝 正樹 （いしぐろ まさき） 

社団法人福井県建築士会勝山支部 ／ 勝山市片瀬地区 

勝山青年会議所理事長や勝山市エコミュージアム協議会長などを歴任

し、地域に根差したまちづくり活動をしている。 

 

高島 信義 （たかしま のぶよし） 

立待公民館前館長、たちまち子ども文楽団長 ／ 鯖江市吉江地区 

平成 24 年 3 月まで立待公民館長を務め、６月に「たちまち子ども文

楽」を発足するなど、地元のまちづくり活動をしている。 

出演者のプロフィール（敬称略） 
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演題 

 「地域資源を活用した 

住まい・まちづくり学習」 

大阪教育大学教授  碓田 智子 

 

1

地域資源を活用した
住まい・まちづくり学習

大阪教育大学 碓田 智子

「みんなで考えよう！ふくいの住まい方」
～次世代につなぐ ふくいの住まい、まち並み、住まい方～

平成24年10月27日

 ご紹介いただきましたように、私は平成

１４年まで福井大学の教育地域科学部で住

居学を担当し、その後、大阪教育大学のほ

うに就きまして、今に至っております。本

日はまた福井県にお招きいただき大変うれ

しく思っております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 それでは今日は、今回の住教育シンポジ

ウムの副題にありますように、次世代に地

域の「住まい」「まち並み」「住まい方」を

どのようにつなぐとよいかということを考

えるにあたりまして、地域資源を活用した

住まい・まちづくり学習について、お話し

させていただきます。 

2

住教育とは・・・・

☆住教育は、すべての市民を対象とする基本的な教育

私たちが住まいやまちについて知識と関心を持つことは、

私たちの住意識と住生活の向上
地域の主体的な住まい・まちづくり

につながる

多くの自治体が、居住施策の一つとして、力を入れている

 さて、その前に唐突ですが、皆さん、住

教育とは何かについて尐し考えていただき

たいと思います。どうして「教育」のこと

なのに、教育委員会ではなくて、県の土木

部建築住宅課がこうしたシンポジウムを開

催するのでしょうか。今日の本題に入る前

に、まず、そんなところからお話ししたい

と思います。 

私たちが、地域に「住む」という行為を

日常的にしていることから言うと、「住教

育」はすべての市民を対象とする基本的な

教育だと言えます。私たちが、自分の住ま

いやまちや地域について知識を持ち、関心

を持つと、それが私たちの住生活の向上に

つながり、さらには地域の住まいづくりや

まちづくりにつながります。 

2

住教育とは・・・・

☆住教育は、すべての市民を対象とする基本的な教育

私たちが住まいやまちについて知識と関心を持つことは、

私たちの住意識と住生活の向上
地域の主体的な住まい・まちづくり

につながる

多くの自治体が、居住施策の一つとして、力を入れている

 １９９０年代の終わり頃から、市町村や

県で、まちづくりの計画をつくるときは、

基調講演 
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大抵、地域代表の人にも委員会に入っても

らうのが通例になってきました。地域の住

まいづくりやまちづくりは行政だけではで

きないことで、そこに暮らす住民の協力が

丌可欠だからです。 

 でも、地域の人に、行政と一緒にまちづ

くりの計画などの協力してもらうためには、

住民自身にもある程度の知識と、何より地

域の住まいやまちへの関心を持ってもらわ

ないと、なかなかうまく連携してまちづく

り・住まいづくりができませんので、そこ

で住教育が必要になってきています。 

 さらに、多くの方に、主体的に地域の住

まいづくりやまちづくりに関わってもらう

のがいいのですが、大人になってからでは

忙しくて、例えば今日のようなシンポジウ

ムにもそうそうは来てもらえませんし、ま

た、来ていただける人が限られてしまいま

す。それで、子どもの頃から、地域に愛着

を持ってもらい、地域の住まいやまちづく

りに関心を持ってもらえるよう、将来の地

域を支える大人を育てようという考え方に

なってきています。 

4

学校教育における住教育の特性

学校教育で、住まいについて体系的に学習する教科は、
家庭科

家庭科は、学習したことをもとに、子ども自身が生活を改善
したり、見なおしたりすることにねらいがある

しかし、

〇「住」については、子ども自身が改善できることが尐ない

〇「住」の学習が「わが家」の範囲にとどまりがちで、
地域の住まい・まちづくりまで広がりにくい

 そういった住教育を子どもの頃からする

のであれば、学校でやったらいいのではな

いか、ということになりますが、これがな

かなか難しい課題でもあります。 

 学校教育の中で教科として住まいについ

て体系的に学ぶのは、家庩科になります。

でもこの家庩科は、１９８９年の学習指導

要領の改正前は、中学校・高校では女子生

徒だけが学ぶ教科で、男子生徒は中学以降

では学びませんでした。ですので、一定年

齢以上の大人の男性は小学校でしか家庩科

を学んでいなくて、そこで若干住まいにつ

いて学ぶぐらいでした。 

 それから、家庩科は学校で学んだことを、

子ども自身が家庩で生活改善したり見直し

たりすることを狙いとしています。例えば、

食生活で野菜の栄養を学んだら、自分の食

生活を見直したりすることです。でも、住

まいについては、窓を開けて換気する、お

掃除するといったこと以外、子ども自身が

家庩で実践できることが尐ないので、学校

の先生から教えにくいとよく言われます。 

 また、学校の先生や皆様もそうだと思い

ますが、家を買う、建てる、改修するとい

う経験はそう何度もあることではありませ

んので、自分の経験の中から話すというこ

とが難しいのです。また、子どもができる

ことがあっても「わが家」の範囲にとどま

りがちで、地域の住まいやまちづくりまで

話が広がりません。 

5

学校教育における住教育の課題

教員養成系の大学・学部に、住居学の専任教員が配置されて
いないことが多い

学校の先生自身が、
「住領域」について、大学で充分に学習した経験が尐ない

住まいの体験（住宅の選択、いえづくり、まちづくりに関わる
など）が尐ない

自治体・NPO・専門家・大学・企業などが
「住教育」をサポ－ト

 さらに、もっと根本的なことになります
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が、教員養成系の大学・学部でも、住居学

の専任教員がいないところが多いです。福

井大学教育地域科学部も家庩科を教える先

生のなかにも住居学を教える専任の先生が

いません。そうなると、学校の先生になる

学生が、住居分野について学ぶ授業科目が

尐ないので、先生自身が住居について、自

信を持てるほどには学んでいないという課

題があります。 

 それで、学校での「住教育」を自治体や、

まちづくりの NPO、大学、企業などが、出

前授業や体験授業なので、サポートする事

例が増えています。 

6

自治体による住教育

北海道北方建築総合研究所

関西では

神戸市住まいの安心支援センタ－（すまいるネット）

大阪市立住まい情報センタ－・大阪くらしの今昔館

京都市景観・まちづくりセンタ－

福井県では 福井県土木部建築住宅課

 その先駆けと言えるものは、北海道旭川

にある北方建築総合研究所で、研究所の職

員が学校に出前授業をしたり、学校の先生

向け講習会をしたり、「ただいま」という住

教育テキストをつくってきました。 

 関西では、阪神・淡路大震災後に開設さ

れた、神戸市の「すまいの安心支援センタ

ー」、大阪市の「住まい情報センター」「大

阪くらしの今昔館」、京都市の「景観・まち

づくりセンター」という、いわゆる住情報

センターがあり、子どもや市民向け住教育

のサポートに取り組んでいます。 

 福井県では、建築住宅課が取り組んでい

るわけです。 

7

居住文化の継承のために

モ ノ
（町並み・町家・農
家・博物館や資料

館など）

ヒ ト
（地域の住まい
手・技術を持つ
人・専門家など）

コ ト
（地域の伝統行
事・おまつりなど）

地域資源を活かした住まい・まちづくり学習

 さて、ここから今日の本題に入っていき

たいと思います。また、ここからは、「教育」、

つまり教えるというのでなく、地域の人々、

子どもたちが学ぶということを重視して、

「住教育」ではなく「住まい・まちづくり

学習」と呼びたいと思います。 

 これからの地域を支えていく子供たちに、

地域に愛着を持ってもらい、地域の住ま

い・まちづくりに関心を持ってもらうため

には、私は、「地域の居住文化」を伝えるこ

とが重要だと思います。私たちの住まいや

まちは突然出てきたものではなく、昔から

の歴史や地域の気候風土の中で、長年育ま

れてきたものです。その居住文化を学ぶた

めの教材としては、一番目として、地域の

「モノ」、いわゆるまち並みなどが挙げられ

ます。二番目として、地域の「コト」、いわ

ゆる伝統的行事やまつりが挙げられます。

そして最後に、「モノ」や「コト」を結びつ

ける役割として重要な、それらに関わる「ヒ

ト」が挙げられます。 

この後は、私の研究事例ですが、地域資

源を活用した住まい・まちづくり、そして、

そこから学べるものについて紹介します。 
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8

モ ノ （歴史的町並みや町家）と
コ ト （伝統行事）から学ぶこと

まつりのしつらい

 最初に、歴史的まち並みや町家「モノ」

と伝統行事「コト」を結びつけた一つの事

例として、「まつりのしつらい」を見ていた

だきます。 

9

まつりのしつらい（京都祇園祭り）

屏風祭りの空間演出

 私は、１９９１年からの京都の祇園祭の

調査から始まり、その後、地方都市の祭礼

調査を継続的に行ってきました。それらは、

まつりの空間演出、しつらいを調査するも

のです。 

これは、京都の祇園祭の写真です。祇園

祭では、町家の座敷に家宝の屏風が飾られ、

住宅内を華やかに演出します。また、町家

の外には、幔幕や提灯、まつり簾が飾られ、

まつりのまち並みを演出します。 

このように、おまつりの「ハレ」の舞台

となる住まいも、おまつりのしつらいが施

され、これがまつりの住文化の一つだと言

えます。 

まつりのしつらい（富山県城端曳山祭）

町家のお飾り（幔幕、提灯、簾）

町家の座敷で行われる山宿のお飾り

曳山巡行と街路空間演出

10

 こちらは、富山県の城端曳山祭です。越

中の小京都と呼ばれる城端では、京都の祇

園祭と同様に、町家に幔幕、提灯、祭り簾

が飾られ、山宿と呼ばれる神様をお守りす

るおうちでは、華麗な屏風が座敷の両壁面

に飾られます。こういったものは、地域の

人たちのなかで、教わるのではなく代々伝

わってきた住文化です。 

11

まつりのしつらい（三国祭）

 これは、皆さんご存じの三国祭です。三

国祭でも、幔幕、提灯、祭り簾が町家の軒

を飾り、座敷には屏風を飾って、人形の山

車をお迎えします。 
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12

まつりのしつらい（小浜放生まつり（放生会））

 こちらは、小浜の放生祭ですが、町家の

表構えに幔幕と提灯が飾られ、本陣と呼ば

れる町内のお飾り場所には、屏風が飾られ

ます。 

13

まつりのしつらい（まつりの住文化）から学ぶこと

まつりは、

一年で最も、まちが華やいでみえるとき

ふだんは接しない地域の人が見えるとき

まつりのしつらいにマニュアルはないが、

子どもが地域の文化を空間として体感し、

地域の大人と接し、文化を伝承してもらえる

 見ていただいたのはいくつかの事例です

が、伝統的な祭礼行事では、町家やまち並

みは、まつりを行うための演出舞台となっ

ています。そして、まつりでは、町家・ま

ち並みが飾りつけられ、一年でもっとも町

家やまち並みが華やいで見えるときです。

屏風の飾り方、どこにどのような絵の屏風

を飾るかなどにマニュアルはないのですが、

おまつりの時は、普段は気付かない住文化

を肌で感じられる時だと思います。また、

子どもたちがまつりに関わる家族や地域の

大人と接し、文化を継承しやすい時だと思

います。 

こうした、おまつりのしつらい、おまつ

りの住文化は、一つの地域資源「コト」で

あり、それを伝えることが、地域の町家や

まち並みを大切にする気持ち、まち並み保

存へとつながっていくと考えられます。 

14

町並みや町家を活用した町おこしイベントから学ぶこと

徳島県勝浦町のひなまつり
「おひなさまの奥座敷」（ふれあいの里さかもと）

 もう一つの事例として、京都の祇園祭の

ような伝統的なまつりとは別に、町家やま

ち並みという地域資源を活用した町おこし

イベントとして、近年、「町家のひなまつり」

あるいは「まち並みひなめぐり」が増えて

います。ひなまつりは元来、雛人形をお座

敷に飾るものですが、これは徳島県勝浦町

の「おひなさまの奥座敷」といい、町家の

表構えに雛人形を飾り、まち並みを雛人形

で演出している様子です。 

 私が平成２０年度までの時点で、全国の

ひなまつりイベント型でまちおこしをして

いるイベントを調べた結果ですが、全国約

１２０か所で行われていました。その中で、

開始時期や内容まで分かったのは９０か所

あまりです。その内訳を見てみますと、多

くのイベントが平成１０年以降、ここ１０

年ちょっと前から始まったことが分かりま

す。 

人形を飾る場所ですが、資料館や文化財

指定の住宅に飾るものを「施設型」、まち並

みの中の一般の家に飾る場合を「まち並み

型」としますと、平成１０年以降に始まっ
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たものの多くが「まち並み型」です。イベ

ントに参加している軒数やイベントの主催

者を調べますと、人形を飾る軒数が２０軒

未満のところも多いですが、１００軒以上

の家がイベントに参加するという事例もあ

ります。また、伝統的なまち並み保存地区

よりも、保存地区などに指定されたところ

ではない町で行われることが多いです。 

イベントの主催者としては、地域のひな

まつり実行委員会や保存会など、地域住民

が立ち上げたものが多いことが特色です。 

17

町並みイベントのひな祭り（座敷に飾るタイプ）

 その時の雛人形の飾り方を調査しました

が、このような立派な７段飾りを、おばあ

ちゃんの代、お母さんの代、娘さんの代、

お孫さんの代、それぞれの雛人形をずらっ

と並べることが多いです。家の奥の座敷に

飾り、見物客を座敷に招いて、お茶やお菓

子などでもてなす場合もあります。でも、

７段飾りを座敷に飾りお客様を招くという

のは家族の負担も多いので、全てができる

というのでもありません。 

18

町並みイベントのひな祭り（店先や窓に飾るタイプ）

民俗行事としての雛祭り

 もう尐しお手軽なものになりますと、玄

関や店先を開け放して、雛人形を飾ったり

窓や格子から見てもらうものも多くみられ

ます。 

町並みイベントのひな祭り（軒下などに飾るタイプ）

 さらに、もっとお手軽なものになります

と、エアコンの室外機の上に手作り雛人形

を置く、軒下のお花のプランターの間に置

く、お寺のお知らせケースなどに飾るなど

の事例も見られます。７段飾りの雛人形が

無くても、こうした簡単な雛飾りでも、皆

さんがイベントに参加することができます。 
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町家や町並みを活用したひな祭りの特色

◆雛人形を見ながら、各町家を巡ることで、

見物客に町並みの良さを知ってもらうことがポイント

◆町家を活用した雛祭りは、住民自身が

町家や町並みの価値を認識する（学習する）機会になる

◆町並みでの雛祭りイベントは、住民がまちづくりに

手軽に参加できる手法

◆ひな祭りというソフトを組み入れたまちづくりが、

町家の保存や活用にもつながる 20

 ひなまつりイベントは、住民自身が手軽

にまちづくりに参加できるのが特色です。

普段暮らしている町家やデッドストックと

なっていた雛人形が陽の目を見る、皆さん

に見てもらうことによって、新たな価値を

見出すのが特色です。 

また、観光客に雛人形だけでなく、それ

を飾っている町家の空間を見てもらうこと

で、「このお家はいつ建ったのですか」や、

「立派なお家ですね」と言ってもらえると、

住民自身が単に古い家だと思っていた自分

の家の伝統的な重みに、よそから来た人に

よって気付かされるわけです。そういう意

識が、自分の地域の住まい・まち並みを見

直したり保存したりする気持ちにつながっ

ていくのだと思います。 

町家を活用したひなまつりが、住民自身

が自分たちの町家・まち並みを再認識する、

あるいは学習する機会になっています。先

ほど述べたように、７段飾りのような立派

なものでなくても、手作りの雛人形でも手

軽に参加できますので、ここ１０数年でこ

のようなイベントが多数出てきているのだ

と思われます。ひなまつりというイベント

がソフトなまちづくりとなり、町家やまち

並みの保全につながっている事例です。 

21

伝統行事から地域を学ぶ

「つくりものまつり」

 ３つ目の事例は、地域の伝統行事「つく

りもの」を活用した学習、これも活用でき

るのではないかという視点からお話をさせ

ていただきます。 

22

勝山左義長のつくりもの

 福井県勝山市の左義長祭で見られる「つ

くりもの」はおまつりのお飾りの一種で、

日常の生活道具などを使って、人形や動物、

干支や縁起物、風刺物などをつくり、見物

客を驚かせるものです。写真は卯年の時の

もので、鍋を使った兎、大福帳でできた兎

などです。 
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23

金津まつりのつくりもの

 あわら市の金津祭でも、日常生活用品を

使ったつくりものが見られます。これは、

ナイロンたわしの越前ガニ、漆器で作った

鬼瓦、竹ざるや簾で作ったお坊さんです。

このように、趣向を凝らしたつくりものが

福井県でも見られます。 

福岡町つくりものまつり

ゲゲゲのカメラ館
ぶんぶく茶釜

ト ラ どきんちゃん

24

 富山県福岡町の「つくりものまつり」も

有名です。福岡町では、カボチャやひょう

たん、瓜、芋などの野菜を使ったユニーク

なつくりものが人目を楽しませます。 

富山県・福岡町つくりものまつり（子どもたちの参加）

児童が見物客にヒアリング調査

25

 福岡町では、小学生もつくりものまつり

に参加しています。小学 3 年生の授業です

が、「つくりもの名人」と呼ばれる地域の人

に学校の総合学習の時間に来てもらい、指

導してもらっています。「つくりもの」とい

う地域の伝統行事を、地域の人から子ども

たちに伝えてもらうものです。 

 まつりの当日は、小学生が会場にいて、

見物客に「つくりもの」の感想を聞く姿も

見られます。 

京都府福知山市・額田のダシまつりのつくりもの

水木しげる妖怪ワールド ゲゲゲの鬼太郎と小豆はかり

体験型トナリのトトロ 龍馬伝 寺田屋騒動
26

 関西では、京都府福知山市の額田地区で、

同じく野菜を使ったつくりものが見られま

す。ダイナミックなつくりものが特色です。 
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額田のダシまつりのつくりもの（小学生の参加）

高学年児童の共同作品

低学年児童の作品

中学年児童の作品

27

 ここでも、地域の小学校が総合学習で、

地域文化を学ぶ学習としてつくりものをつ

くり、まつりで作品を展示しています。 

つくりもん祭りの共通点

☆即興性、当座性が重視された題材

☆祭りが終われば、すぐに取り壊される

☆地域の素人住民がつくるもの

☆町内の町家や街路が、つくりものの展示場として利用
される

☆町並みを歩く見物人の目を引き付けることを意識した
展示

☆つくりものを見ながら、見物人が町内をめぐる

28

 おまつりにおける「つくりもの」の特色

は、町家・まち並みを利用することと、見

物人にまち並み全体を回遊してもらう、ま

ちを見直してもらうという効果があります。 

29

つくりもんまつりへの子どもが参加できる背景

☆つくりものには、造形的な楽しさがある

☆野菜のつくりものは、材料が手軽に手に入る

☆地域文化を学ぶ教材として、「総合的な学習の時間」
で取り組みやすい

☆子どもの発達段階に応じて、個人作品も、共同の大型
作品も可能

 つくりものまつりに子どもが参加する背

景を考えますと、つくりものには造形的な

楽しさがあって、地域文化を学ぶ教材とな

りやすい特性を持っています。 

大阪府内で唯一現存している野菜のつくりもの

八尾木の民芸つくりもんまつり

・江戸時代中期にはじまるとされるが、昭和28年に途絶える

・昭和52年に地域の育成会によって復活→
「八尾木民芸つくりもん保存会」が継承

30

 大阪市東部にある八尾市の「八尾木」で

は、「八尾木の民芸つくりもんまつり」があ

ります。江戸時代中期に始まったとされて

いますが、戦後いったん途絶え、昭和５０

年代に「八尾木民芸つくりもん保存会」が

継承し、今に至っています。大阪では唯一

現存している、野菜を使ったつくりものま

つりです。毎年１０軒ほどの家の倉庨や玄

関先に、ユニークな「つくりもの」が飾ら

れます。 

八尾木の民芸つくりもんまつり（花さかじいさん）

31

 これは、その一つの例で、日本昔話の花

咲かじいさんです。おじいさんのモンペは

ししとうでできていて、おばあさんのモン

ペはとうがらしでできています。 
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八尾木の民芸つくりもんまつり（フランダ－スの犬）

海苔とカンピョウ柄の服

やさしい じいさん 着ています

ネロと犬のパトラシュ

ミルクを運ぶお手伝い

一生懸命働いて

クリスマスのその朝に

浄くやさしく美しい

たのしい お国へ帰ります 作 福井 隆次

32

 これは、童話のフランダースの犬です。

おじいさんが着ているシャツは、海苔とか

んぴょうでできています。ネロ（尐年）が

来ているシャツはししとう、ズボンはねぎ

でできています。パトラッシュ（犬）はし

いたけでできています。 

八尾木の民芸つくりもんまつり（篤姫）

33

 こちらは大河ドラマで大人気だった「篤

姫」です。これらのように毎年精巧な野菜

のつくりものが作られます。 

 このつくりものは、昭和５０年代に当時

の３０～４０歳代の人たちが一生懸命に復

活されたもので、そのまま同じ人たちが引

き継いで今に至っています。その保存会の

メンバーの多くは７０歳代以上の人になり、

継承が危ぶまれています。また、民俗学的

にも非常に貴重な行事ですが、八尾市でも

ごく近所の人にしか知られていません。 

外部支援者として、つくりものを子どもに伝えたいこと

☆祭りを継承している人の姿

☆つくりもの祭りの準備過程のたいへんさ

☆地域のお祭り文化の再発見とおもしろさ

34

 そこで、大学が外部支援者として、この

まつりを子どもたちに伝えるための学習イ

ベントを考えました。まつりを継承してい

る人の姿、つくりものまつりの準備過程の

大変さ、地域のお祭り文化を子どもたちに

教えたいため、３年間続けてやっています。 

子どものためのつくりもの作りの体験イベント

35

つくりもんまつり見学講 義

制作風景保存会の方の指導

 子どものためのつくりもの体験イベント

と称し、まずは子どもたちに大学に来ても

らってつくりものについて勉強してもらい

ました。意外と地域を歩いていませんので、

子どもたちとまち歩きを行い、つくりもの

の見学をして、作っている人にいろいろ聞

きました。そして保存会の人に来てもらい、

実際につくりものを子どもたちが作りまし

た。 
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子どもたちの作品

36

 これが子どもたちの作品です。野菜を使

った虫やお人形ができました。 

まつりの町内につくりもの作品の展示

37

動物たちのキャンプファイヤー

動物たちの綱引き大会
動物たちの運動会

 町内の一角にいただいたブースに、これ

らを展示し、子どもたちも参加することで、

参加した子どもだけでなく両親や祖父母も

見に来てくれて、輪が広がっていきます。 

☆実際につくりものを野菜を選んで作るのは難しかった。
でも、いろいろ野菜をくっつけたりするのは おもしろ
かった。このイベントをずっと続けて欲しいと思った

☆この野菜で動物をつくったりすることを、一生残して
いきたいと思った。

子どもの感想から

38

 「実際につくりものを野菜から選んでつ

くるのは難しかったが面白かったので、こ

のイベントをずっと続けてほしいと思っ

た」や、「野菜で動物をつくったりすること

を、一生残していきたいと思った」という

子どもたちの感想がありました。 

☆地域独自の取り組みである、つくりもん祭りが
より多くの人の目に触れ伝統文化について考え
るきっかけになるプログラムと感じました。

また、つくり手の工夫やアイディア、手間を考えると
つくりもん祭りに対する見方や考え方も深まりました。

☆１日をとおして文化に触れ、体験することでつくりもん
祭りを知るという人が増えるのは大切なことだと思
いました。

小学校の先生の感想から

39

 小学校の先生にも来てもらい、「地域独自

の取り組みであるつくりもんまつりがより

多くの人の目に触れ、伝統文化について考

えるきっかけになった」や「１日を通して

文化に触れ、体験することで、つくりもん

まつりを知るという人が増えるのは大切な

ことだと思いました」などの感想をもらい

ました。 

つくりもの体験イベントは、まつりの保

存会の人たちだけではなかなか手が回らな

くてできないことを大学がサポートするこ

とで、地域の伝統行事を子どもたちに受け

継いでもらうきっかけづくりということで、

尐しお役にたったかなと思っています。 

40

歴史博物館の展示室を活用した
住まい学習

ー住まいと暮らしの文化を学ぶ・伝えるー

 最後になりますが、私が取り組んでいる
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住教育関係で、歴史博物館の展示室を活用

した住まい学習についてお話しします。 

41

住まいと暮らしの変化の中で・・・

かつては、ごく普通に見られた暮らしの光景の消失

○はたきとほうきを使って掃除

○障子を貼り替える

○畳の上で正座して、ごはんを食べる など

日本の住まいや暮らしの文化を

次代の子どもたちに伝える

ずっと昔からあるものが受け継がれてきて、
今の暮らしがあることを認識してもらう

 目的としては、住まいと暮らしの文化を

学び、次の世代に伝えていくということで、

今回のシンポジウムの副題と同じ内容です。

福井県では歴史博物館の展示室を活用しな

くても、地域の中に昔ながらの町家・まち

並みが数多く残っていますが、大阪市内で

はそういったものはなかなかありません。

それで、江戸時代のまち並みを復原した住

まいのミュージアムを活用して住まい学習

をしようということです。 

 その背景として、大阪のマンションでず

っと暮らしている子どもたちは特にそうで

すが、住まいと暮らしが急変していること

が挙げられます。家に畳の部屋が一つもな

いという子どもも珍しくなく、障子やふす

まが家に無い、まして床の間なんて無い、

全部フローリングで洋式の生活をする子ど

もが増えてきています。 

ほんの尐し前までは、ごく普通の暮らし

の風景、例えばはたきとほうきを使って掃

除をする、障子を貼り替える、畳の上に座

ってご飯を食べるということすら無くなっ

てきているわけです。そういった日本の住

まいや文化を、次の世代の子どもたちに、

一定程度はいくら生活が変わっても伝えて

いかなければならないものがあると思いま

すし、私たちの暮らしが昔からあるものが

ずっと受け継がれて発展してきて今に至っ

ていることを認識してもらう必要性がある

と考えています。 

42
42

大阪市立住まいのミュージアムの常設展示室の教育活用

伝統的工法を用い、実物大で再現した
江戸時代の大坂の町並み展示を
住教育プログラムに活用

（町会所、薬屋、風呂屋、本屋、裏長屋、共同便所、通り土間
仕舞屋、路地、土蔵 火の見櫓など）

戦後復興期のバス住宅

江戸時代の大坂の町並み夏祭りの町並み

 大阪市立住まいのミュージアムは、大阪

市北区天神橋６丁目という、地下鉄の駅に

直結したビルの中にあります。そこに伝統

的構法を用い、実物大で再現した江戸時代

の大阪のまち並み展示を持つ歴史博物館で

す。ここを活用して、昔の大阪の暮らしの

文化を子どもたちに体験してもらおうとい

うのが、私が取り組んでいる体験学習イベ

ントです。 

43
43

来館者各層に対応した学習プログラム

１）小学校団体向け『昔の暮らし学習』に対応したプログラム

年間300校、２万人の小学生が体験
（参考 中学生 年間70校・5000人 高校・大学生4000人）

４種類の体験学習用ワ－クシ－トの開発
（ＨＰからダウンロード）

ホ－ルでの全体学習

常設展示室の町家の
空間体験とリンクした
学習プログラム

【研究成果】今昔館の小学校団体向け体験学習プログラムの評価－小学校教員を対象としたアンケ－ト調査の結果から－、大阪市立住まい
のミュ－ジアム研究紀要・年報７

常設展示室内での学習

ホ－ルでの昔の暮らし学習

常設展示室の町並み
展示とリンクした学習

 小学校３・４年生社会科に「昔のくらし」

の単元があり、大阪の場合は昔の暮らしを

学ぶ、実物を見たり手に触れたりというこ

とが自分の住んでいるエリアではできませ
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んので、この博物館に来てもらい、昔の暮

らしの雰囲気を味わってもらっています。

住まいのミュージアムでは年間３００校、

体験学習で１万６千人、体験学習以外の子

どもたちも含めると約２万人の小学生が来

館します。来館した子どもたちに、床の間、

井戸、雪隠（せっちん）、屋根瓦など、昔の

住まいや暮らしを体験してもらいます。 

 一般来館の子ども向けには、土日曜日や

夏休みに、まち並みでの大工体験、町家の

座敷での昔遊び、建物内での書き初めなど、

建築の技術や生活をまち並みの空間の中で

体験するプログラムを開発してきました。

また、一般来館の子どもたちに和服や半纏

を着てもらい、昔の子どもになりきって、

子ども自らが町家の住人を演じながら体験

する学習プログラムも、夏休みイベントな

どで実践してきました。町家に暮らす子ど

もとして、「昔の住まいと暮らし一日体験」

では、町家の箱階段のお掃除をし、障子の

貼り替えをし、座敷でお茶を習います。ま

た、子どもあきんど体験では、丁稚さんに

なって、町家の「ミセノマ」で商売体験を

します。こうした子どもたちの自ら演じる

体験が、町家の展示に生き生きとしたもの

に変えるのです。 

 余談ですが、子どものほとんどが、はた

きを使うのが初めてで、はたきを使った掃

除が大人気です。 

46

外国人・留学生向け日本の住文化体験プログラム

【研究報告】留学生と外国ルーツの子どものための居住文化体験プログラムの実践－歴史系博物館を活用した体験型住
まい学習－、（財）住宅総合研究財団「住まい・まち学習」実践報告論文集10

☆和服で町並み展示の散策

☆昔のくらし体験

☆外国ル－ツの子どもに、日本文化を知って

もらうプログラム

46

外国ル－ツの子ども向け体験学習

（お茶会を体験するベトナム人子ども）

障子貼り体験（日本語専門学校学生）和服の着付け

町家の座敷で書道体験

 近年、住まいのミュージアムでも、留学

生を含む外国人の来館者が増えています。

そうした外国人に日本の住居と住生活を知

ってもらうために、和服を着てまち並み展

示の解説のほか、留学生や外国ルーツの子

ども向けイベントとして、町家での書道や

お茶の体験、障子貼り体験の学習プログラ

ムを設けています。 

47

世代をつなぐ持続可能性

ボランティア（高齢者）から大学生へ

ボランティアと大学生による居住文化を継承するシステムづくり

大学生

子ども

居住文化の

伝承
世代間交流

博物館ボランティア（高齢者）

大学生

居住文化の
伝承

世代間交流

47

大学生から子どもたちへ

 ご紹介した学習イベントの多くは、博物

館のボランティアさんに手伝っていただい

ています。また、ボランティアだけでなく、

大学生も加わっています。ボランティアさ

んは７０歳前後の方が多く、子どもには世

代差があまりにも大きいため、子どもの生

活感やイメージから離れてしまいます。そ

こで、大学生に参加してもらうことによっ

て、ボランティアから大学生へ障子貼りや

大工仕事などの技術を指導してもらい、そ
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れを今度は大学生が先生役になって子ども

たちに教えることによって、居住文化の伝

達と世代間交流を図っています。つまり、

高齢者、大学生、子どもへと、世代をつな

ぐ持続可能なシステムを目指しています。 

 「ボランティアさんと一緒に企画を進め

ていると、人生経験にかなうものはないと

実感しました」や「着付けにしても障子貼

りなどにしても、知識量が違って人間の蓄

積はすごいもんやと思いました」と大学生

が感想を述べています。大学生には、建築・

住教育の学習の場として活用のほか、自ら

スタッフとして活動して学ぶ機会を作って

います。 

48

江戸時代の町並みで肝試し

 最後にこれはおまけですが、住まいのミ

ュージアムでは毎年８月に、江戸時代のま

ち並みで肝試しをしています。この仕事は

体力がいるので、学生たちが参加し、お化

け役をしています。背景には、電気がなか

った真っ暗な夜の恐ろしさを体験するとい

う意味で、肝試しも一つの学習だと思って

います。 

49

地域資源を活かした住まい・まちづくり学習

地域資源と人材が豊富な福井県

○地域の歴史資源が豊富

○地域で昔から暮らしている、地域をよく知る人材が豊富

○地域の人が先生役になって、地域の子どもたちに、地域の
資源を使った住まい・まちづくり学習を行いやすい

○教える大人も、地域を見直すことにつながる

 以上、住まい・まちづくり学習のための

地域資源には、まち並み、町家、おまつり、

伝統行事、そしてそこにいろんな人が関わ

っているということがあります。 

 福井県は地域資源と人材が非常に豊富で

あると私は思います。住まいのミュージア

ムのようなつくられたものではなく、本物

の昔ながらの住まいやまち並みが残ってい

るところが多く、昔からそこに住む地域の

人たちがたくさんおられます。だから、大

都会とは違って、地域の人たちが先生役と

なって、地域の子どもたちに地域の町家・

まち並みといった地域資源を活用した住ま

い・まちづくり学習を行いやすいと思いま

す。また、教える側の人も地域を見直すこ

とになります。 

その具体的な事例については、この後の

パネルディスカッションでお聞かせいただ

くことを楽しみにして、私の話を終えたい

と思います。 

 どうもありがとうございました。 
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パネルディスカッション 

出演者 

コーディネーター 五十嵐 啓 

コメンテーター  碓田 智子 

パネリスト    小川 利甴 

          朝倉 英俊 

          石畝 正樹 

          高島 信義 

事務局      坂川 慶介 

 

住教育シンポジウム
みんなで考えよう！ふくいの住まい方
～次世代につなぐ ふくいの住まい、まち並み、住まい方～

パネルディスカッション

1

《事務局 坂川》 

ただ今より第二部のパネルディスカッシ

ョンを開催いたします。本日は、住教育や

まちづくりに携わっている４名の方を交え

まして、パネルディスカッションを行いま

す。 

出演者の方々を順番にご紹介いたします。 

コーディネーターを務めていただきます

のは、福井工業大学の五十嵐啓先生です。

五十嵐先生は、大手建設会社の設計部で数

多くの建築物を設計され、現在は福井工業

大学で建築計画や意匠設計等について、教

鞭を執られています。 

コメンテーターを務めていただきますの

は、先ほど基調講演をしていただきました

大阪教育大学の碓田智子先生です。 

次に４名のパネリストをご紹介します。 

福井県建築士会南越支部の小川利甴様で

す。小川様は建築士会をはじめ、武生ルネ

サンス、武生立葵会などにも参画し、郷土

の歴史や文化を継承するために幅広く活動

されています。 

つづきまして、NPO 法人今庄旅籠塾事務

局長の朝倉英俊様です。朝倉様は、まち並

みや文化を保全するため、今庄地区におき

まして住民主体の自立したまちづくりを目

指し活動されています。 

つづきまして、福井県建築士会勝山支部

の石畝正樹様です。石畝様は、勝山青年会

議所理事長や勝山市エコミュージアム協議

会長を歴任するなど、地域に根差したまち

づくり活動をされています。 

最後に、たちまち子ども文楽団長の高島

信義様です。高島様は、今年の３月まで立

待公民館の館長を務め、今年の６月からは

たちまち子ども文楽を発足するなど、近松

の里七曲り地区で積極的に活動をされてい

ます。 

それでは五十嵐先生、よろしくお願いい

たします。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 みなさまこんにちは。ご来場いただきあ

りがとうございます。 

 私は、福井工業大学で建築を教えており

ますが、まちづくりにはどちらかというと

素人であります。本日はパネリストの方々

に現在取り組まれている活動を紹介してい

ただいた後に、会場にお越しいただいた皆

様を交えた意見交換ができればと思ってお

ります。 

 まずは、福井県内で平成２３年度から取

り組んでいる住教育の内容について、福井

パネルディスカッション 



- 19 - 

 

県の担当者から説明をいただきたいと思い

ます。 

 

住教育とは

地域の特性に応じた
「住まい」「まち並み」「住まい方」

次世代に残す

2

《事務局 坂川》 

 福井県において住教育でどのような取組

をしているかについて、最初に説明させて

いただきます。住教育シンポジウム「みん

なで考えよう！ふくいの住まい方」という

テーマですが、大事なのはサブテーマであ

る「次世代につなぐ ふくいの住まい、ま

ち並み、住まい方」です。「住まい」とは建

物単体のことで、「まち並み」とは建物が連

担している状態です。住まいやまち並みは

簡単にできるものではなく、日々の暮らし

というと、「住まい方」になります。 

 次世代の子や孫にどういったものを残し

ていくかが大事です。「住まい」「まち並み」

「住まい方」を、「住環境」とも言いますが、

住環境をみんなで良くしよう、身近なとこ

ろから良くしよう、という取り組みが住教

育です。 

住教育モデル地区

平成２３年～ 平成２４年～

敦賀市
舟溜り地区

大野市
大野地区

福井市
日新地区

越前市
タンス町界隈

南越前町
今庄宿

勝山市
片瀬地区

鯖江市
吉江地区

坂井市
東十郷地区

3

 福井県では平成２３年度から取り組んで

おり、平成２３年度から平成２４年度の２

箇年で福井市日新地区、敦賀市舟溜り地区、

越前市タンス町界隈、南越前町今庄宿の４

地区を、平成２４年度から平成２５年度の

２箇年で、大野市大野地区、勝山市片瀬地

区、鯖江市吉江地区、坂井市東十郷地区の

４地区をモデル地区として住教育に取り組

んでいます。スライドで赤字になっている

地区は、パネリストとして参加いただいて

いる方の地区です。本日お越しのパネリス

トの地区以外の地区について説明させてい

ただきます。 

福井市日新地区

4

 まず福井市日新地区ですが、ここにいら

っしゃる五十嵐先生にご協力いただき、学

生さんに発表してもらい、地区の方と意見

交換を行いました。境界領域というテーマ

で発表してもらいましたが、スライドは「ま
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ちの縁側」ということで、住まいと地域を

縁側でつなげるという提案が一例としてあ

りました。 

敦賀市舟溜り地区

5

 つづきまして敦賀市舟溜り地区ですが、

敦賀市立卙物館の横の土蔵を壊すのがもっ

たいない、地域資源だということで、移築

をしているところです。道路にレールを敷

いて移動させている様子を、敦賀市立卙物

館の館長や敦賀市の担当者と一緒に、地元

の小学生に対して出前講座を行いました。 

大野市大野地区

6

 つづきまして大野市大野地区、こちらは

大野市の街中になりますが、空き家や空き

地があり、このまま放っておくとまち並み

が崩れてしまうということで、工夫をして

空き家や空き地を活用したまち並みづくり

の提案を、福井大学の野嶋先生に協力をい

ただき、学生さんが地域の方に提案をしま

した。 

坂井市東十郷地区

7

 最後に坂井市東十郷地区ですが、こちら

は農村風景のあるところです。日頃生活し

ていて気づかないところを、まち歩きを行

って地域の良いところを見つけるというこ

とを行いました。 

本物体験講座

平成２４年度実施校

鯖江市立豊小学校 （ ６月１３日）

坂井市立東十郷小学校（ ６月２２日）

大野市立有終西小学校（１１月１４日）

勝山市立成器南小学校（１１月２１日）

8

 モデル地区でのワークショップ以外に、

本物体験講座を行いました。木の良さ、木

の文化、宮大工の技術などを子どもたちに

伝えるために、小学校に出向き、出前講座

を行いました。本年度２校ですでに実施し、

今後２校を予定しています。 
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本物体験講座

9

 こちらはその時の様子です。真ん中の青

い服を着て指導している方が、宮大工の直

井光甴さんです。伝統的構法で用いられる

木組みの模型を、子どもたちに実際に触っ

てもらいました。 

本物体験講座

10

 こちらは、直井さんが持っている道具を

展示・説明しているところです。 

本物体験講座

11

 こちらは、子どもたちと一緒に槍カンナ

掛けをしているところです。実際にカンナ

掛けを体験することで、子どもたちは目を

輝かせて、本物の大工道具や大工技術に触

れていました。先ほど碓田先生の話でもあ

りましたように、子どもたちが手を使って、

体を使って体験することが大事だと考えま

す。 

 以上が、福井県が取り組んでいる住教育

の内容です。 

 

パネルディスカッション

コーディネーター 五十嵐 啓

コメンテーター 碓田 智子

パネリスト 小川 利男

朝倉 英俊

石畝 正樹

高島 信義

12

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございました。それでは、モ

デル地区として住教育に取り組んでいる８

地区の中から４地区の方々にパネリストと

してお越しいただきました。それぞれの活

動の内容を紹介していただきます。お一人

あたり１０分程度でお願いしたいと思いま

す。 

 まずは小川様、お願いいたします。 
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越前市タンス町界隈

JR武生駅

13

《パネリスト 小川》 

 建築士会南越支部の小川です。 

表題には「越前市タンス町界隈」となっ

ておりますが、私ども建築士会南越支部で

はもう尐し幅広く、越前市全体を対象とし

たまちづくり活動を行っています。タンス

町界隈というのは、武生駅の西側に位置す

るまち並みの一角です。 

越前市タンス町界隈

出典：福井ふるさと百景
14

 こちらはタンス町に隣接する地区でして、

一番右側の建物は卯建つのある幕末の建築

ではないかと思われる立派な建物です。隣

りの建物にはオレンジ色のテントが付いて

いますが、これを取り外すと武生のまち並

みにふさわしいものが出てきます。 

 このように、歴史的資源が残っている地

区になります。 

越前市タンス町界隈

明治8年武生市街分軒図昭和23年の武生（航空写真）
15

 左の写真は、戦後間もない頃の航空写真

です。良く見ていただきますと、道の真ん

中にまだ松並木と用水路が残っています。

右の地図は、明治 8 年の市街地図です。こ

の２つを比べますと、ぴったり重なります。

ですから、幕末から戦後、現在までと言っ

てもいいのですが、道筋などが全然変わら

ずに古いまちがそのまま残っています。 

越前市タンス町界隈

16

 左側の地図は、３００年前の地図です。

この３００年前の地図を持って今でもまち

歩きができるという、武生は非常に稀有な

まちです。 
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越前市タンス町界隈

17

 平成１０年から、建築士会南越支部は

色々な活動をしておりますが、大枠につい

てお話ししたいと思います。大体４つほど

大きな事業があります。 

 赤字で①と書いてありますが、まち並み

調査をしました。旧市街に残ります町家を

１軒１軒調査し、約４０００軒の悉皆調査

をし、１軒ずつ表構えを写真に撮り、調査

票に記入しました。武生にはどこに、どれ

だけ、どんな建物が残っているか、という

ことを調査しました。これにより、武生に

はいい建物がたくさんある、そしてそれに

まつわる物語がたくさんあることを実感し

ました。 

 大変な調査でしたので、私どもだけでは

とてもできませんので、福井大学・福井工

業大学・武生工業高校・武生ルネサンスと

協力して調査をしました。そしてその調査

の段取り役を建築士会南越支部が行いまし

た。 

越前市タンス町界隈

18

 次に②として、平成１９年に「全国都市

再生モデル調査事業」がありました。先進

的な取組をしているところに国土交通省が

補助金を出して応援するという事業です。

全国で約５００件の応募があったそうです

が、採択された１５０件のうちの１件とし

て建築士会南越支部の事業が採択されまし

た。 

「粋なまち暮らしを楽しむ」を統一テー

マとして、福井大学・仁愛大学・武生ルネ

サンス・建築士会南越支部の４つの団体が

協働でいろいろな提案を行いました。 

 福井大学の学生さんは、実際の町家を借

り受けて、そこを改修して、「このように住

むと楽しいよ」という提案をしました。 

 仁愛大学の学生さんには、「街の中に人を

呼ぶにはどうしたらいいか」とのテーマで、

まち歩きのイベントやお寺の境内で喫茶店

をするというイベントなどをしてもらいま

した。 

 武生ルネサンスでは、武生の街中の建物

が壊され駐車場にされてしまう例がたくさ

んあり、その駐車場があまりにも殺風景な

ので、「武生の古い町にふさわしいもみじを

植えよう」と駐車場の空きスペースを地主

と交渉し、もみじを植えていきました。１

５～１６本植え、今でも元気に根付いてい
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ます。もみじを植えることで、「なかなかい

いもんだな」「自分たちの駐車場にも１本植

えようか」という機運が出てきました。 

 建築士会南越支部では、「親子でまち暮ら

し楽しむ」というテーマで懸賞設計をしま

した。親世代が商売をやめますと、子がい

るところへ移り住んでしまう、街中の町家

が空き家になって駐車場になってしまう、

という悪循環ではなく、街中で三世代で住

むことはすばらしいことではないかという

ことで、タンス町の近所の実際の町家をモ

デルにして、県内の建築士に声をかけ、懸

賞設計をしました。ここにいらっしゃる五

十嵐先生の「ゼロの会」が最優秀賞になり、

他優秀賞を２つ選びました。 

 次に③として、まちづくりから尐し離れ

るのですが、せっかくコンペでいい作品が

出てきたので無駄にしたくないという思い

から、「工業高校の学生さんに出前授業をし

てはどうか」と考え、コンペの入賞者３名

にお願いして、「町家はどんなものであるか、

そしてそれを改修するとこんなにすばらし

いものになるよ、またそれを改修するには

こんないい方法があるよ」ということを、

武生工業高校・敦賀工業高校・福井工業高

等専門学校・福井工業大学で出前授業をし

ました。町家を全然知らない学生さんから、

「町家って面白いな」「町家に住んでみたい

な」という意見がたくさんでました。 

「授業もいいけど実際の現場も学生さん

に見せたいな」と思い、次のステップとし

て、山を見て、製材所を見て、大工さんの

加工場を見て、建前の終った建物を見て、

できあがった建物を見てという一連の流れ

を、バス３台チャーターして武生工業高

校・敦賀工業高校・福井工業高等専門学校

の学生さんに一日で回ってもらうイベント

を開催しました。「実際の現場を見られて良

かった」という意見をいただきました。 

 ところが、ここまでの活動は学生さんに

とって受け身の活動なので、学生さんが主

役になる活動をしてもらえないかという思

いが出てきました。ちょうどそのころ、今

庄旅籠塾で実際の旅籠を改修し、それを活

かしたまち並みづくりをするという話が出

ていましたので、今庄旅籠塾と連携して学

生さんに実際の改修の提案をしてもらう橋

渡しをし、改修コンペが行われました。 

 その延長として、武生のタンス町が、職

人の町としてどんな建物が建っていると良

いかについて、工業高校の学生さんに懸賞

設計をしてもらいました。それでもって建

築士会連合会主催の建築甲子園に出場し、

奨励賞を取られました。 

 最後になりますが、④として、昨年、古

地図散歩を行いました。この古地図散歩は、

NHK で非常に好評の「ブラタモリ」という

番組がありますが、それの武生版です。古

い地図を見ながら、その痕跡が今に残るこ

とを見て回りました。昨年は、武生に現存

する最古の地図ができてからちょうど３０

０年ということで、越前市教育委員会が古

地図展を行いましたので、協賛してやろう

ということになりました。これは、郷土史

の同好会の集まりである武生立葵会と共催

で行い、越前市内外から２５０名ほどの方

が参加されました。 

 以上が、平成１０年から建築士会南越支

部が行ってきた主な活動内容ですが、建築

士会だけでなくいろいろな団体と協働しな

がら、活動の輪を拡げることができたとい

うことが我々の活動の特徴だと思います。 
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 以上です。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございました。続きまして、

朝倉様お願いいたします。 

 

南越前町今庄宿

JR今庄駅

19

《パネリスト 朝倉》 

 今庄旅籠塾の朝倉です。 

まず今庄の地域ですが、この写真のよう

に四方を山に囲まれた、山間の小さな町で

す。しかし、古来より北陸道あるいは北国

街道が通り、越前への入り口として非常に

重要な地でありました。現在も北陸本線を

はじめ、高速道路など交通の要衝となって

います。 

南越前町今庄宿

20

 この写真は、今庄の街中の現在の写真で

すが、道路は昔の北国街道そのままでして、

町割りや家々が残っていて、宿場町の風情

が残っています。 

南越前町今庄宿

出典：福井ふるさと百景
21

 今庄宿の中にも江戸時代の建物が数軒残

っていまして、この写真は「羽根曽踊り」

という昔から残る踊りの風景ですが、後ろ

に写っているのは「京藤甚五郎家」という、

水戸の浪士が泊まったといわれる江戸時代

末期の建物です。こういった建物のあるま

ち並みが残っているわけですが、残念なが

ら今庄は過疎化が進んでいまして、空き家

となった建物が管理ができないということ

で取り壊されて、空き地が目立つようにな

ってきました。 

このままでは空き地ばかりになり、まち

並みという景観が壊れる、さらには今庄と

いう町が無くなってしまうのではないかと

いう危機感から、平成２１年４月に当初５

名によって「今庄旅籠塾」が結成され、平

成２２年８月に NPO 法人化をしました。

現在は、会員が２４名、賛助会員が３０名

で活動を行っています。 
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南越前町今庄宿

22

 われわれが活動を始めた矢先に、この江

戸末期の建物「旧旅籠若狭屋」の持ち主さ

んが壊すという話がありました。この建物

を何とか残したいということで、ご理解を

いただきお借りすることができまして、こ

こを今庄旅籠塾の拠点とすることになりま

した。 

 先ほど建築士会南越支部の小川さんから

説明をいただいたところですが、武生工業

高校や敦賀工業高校の授業の一環として、

この若狭屋をどう改修したらいいのかとい

うプランを出してもらい、そのプランに乗

っ取ってわれわれが改修工事を行っていく

ということをしてきました。 

南越前町今庄宿

23

 この写真は、今庄旅籠塾の会員やボラン

ティアで中を改装しているところでして、

元々旅籠ですから、入ったところに土間が

あったというのが分かっておりましたので、

あるいはコンペで最優秀を取った学生さん

の作品も土間にしていましたので、そのプ

ランで進めていきました。 

南越前町今庄宿

24

 この改修工事はこの後も徐々にやってい

るわけですが、特に敦賀工業高校の学生さ

んが改修工事の実習ということで、毎年夏

休みを利用して１泊２日で改修工事の体験

授業をやってもらっています。この写真は

土間の三和土（たたき）作業といいます。 

 土をこね、石灰を混ぜ、昔ながらの方法

でたたきながら土間をつくっていく実習授

業をしています。今年はこのほかに、足場

の体験実習や、若狭屋で宿泊するという体

験をしてもらっています。 

 われわれは、この若狭屋の改修工事をし

たうえで、旅行者の方々や住民の方々がふ

らっと立ち寄れるサロンのようなところに

したいと考えています。また、若狭屋の中

で毎月２回例会を開催していろいろな諸問

題について話し合っております。 
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南越前町今庄宿

25

 われわれはまちづくりやまち並み保存を

主な目的として活動していますが、この他

にも、今庄は歴史の宝庨なので、住民の方

に歴史を再認識してほしい、今庄という歴

史ある町を自信に、誇りに思ってほしいと

いうことから、今庄旅籠塾独自の歴史講座

を開講しています。写真は今年の３月に行

った歴史講座のポスターですが、今庄には

燧ヶ城という源平の古戦場がありまして、

その他にも木ノ芽峠城塞群という貴重な場

所があります。こういった場所に関して、

元福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館長の青

木先生に講演いただきました。 

南越前町今庄宿

26

 このほかにも、特に今年は福井県建築住

宅課とのタイアップとして、いわゆる住教

育の中で行灯づくりを行いました。今庄で

は、９月の第３日曜日に「街道浪漫今庄宿」

というイベントがあるのですが、その前夜

祭に華を添えようということで実施をしま

した。 

南越前町今庄宿

27

 出来上がった行灯を、このように若狭屋

の前に並べますと非常に雰囲気がよく、風

情が味わえたので、来年も行灯を増やして

いきたいと思っています。 

南越前町今庄宿

28

 同じく住教育ということで、８月に福井

市日新地区の住民の方々が今庄宿にやって

きて、若狭屋にて講演をさせてもらった写

真です。福井市内ということで、今庄とど

ういうところが違うかを子どもたちに、住

宅の違い、あるいは生活の違い、例えばコ

ンビニが何軒ありますかという話をさせて

もらい、「今庄にはコンビニが１軒しかな

い」という話をすると子どもたちはびっく

りするとか、「生活の中でどこへ行くにも車

で行くしかなく、近くにファミレスも無い

んだよ」という話をすると、生活環境が違
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うということに驚いていました。 

 このように今庄旅籠塾では、基本的にま

ち並み保存やまちづくりをメインに行う団

体ですが、次の世代を育てるということで

いろいろな教育支援事業を行っています。 

 以上です。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございました。続きまして、

石畝様お願いします。 

 

勝山市片瀬地区

越前大仏

29

《パネリスト 石畝》 

 福井県建築士会勝山支部の石畝です。 

 まず片瀬地区の紹介をいたします。片瀬

地区は勝山市の東に広がる、農業の盛んな

地域です。大野市の上庄里芋は全国区にな

っていますが、片瀬の里芋ももちっとして

いてとてもおいしいです。また、勝山水菜

などもあります。 

勝山市片瀬地区

30

 「大師山清大寺」というとあまり聞きな

れないかと思いますが、高さ１７メートル

の日本最大級の大仏「越前大仏」のある地

区でもあります。写真は大仏殿の雪景色の

様子です。 

勝山市片瀬地区

出典：福井ふるさと百景
31

 勝山市は、２００７年にアメリカの経済

誌「フォーブス」にて世界で９番目にクリ

ーンな都市として評価されました。そして、

エコミュージアムによるまちづくりを推進

しています。勝山市のエコミュージアムと

は、勝山全体を屋根のない卙物館、街は丸

ごと卙物館として捉え、歴史遺産、産業遺

産、自然遺産を保存し、整備し、活用する

ためのまちづくりの手法です。 

 写真は、福井ふるさと百景にもなってい

ます、左義長まつりの様子です。これは下

袋田区のもので、短冊が４色ありお囃子が

一番遅い地域です。 
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勝山市片瀬地区

32

 勝山というと恐竜のまちということで、

皆さんご存じかと思います。写真は、恐竜

の足跡のプランターを作っているところで

す。婦人会の方と作っているところですが、

女性の方でも簡単に作ることができます。

このプランターを街角や各家庩の玄関先に

置いてもらえるといいかなということで、

作成しました。 

勝山市片瀬地区

33

 婦人会で作ってもらったプランターを、

駅前の恐竜モニュメントの場所に設置しま

した。プランターは作る楽しみもあります

が、そこに花を植えると美しいものです。

花は水をやるなど、毎日世話をしないとい

けません。また、花が嫌いだという人はい

ないと思います。花でまちを飾ることがで

きますし、コミュニティの形成にも一役買

っているかと思います。 

勝山市片瀬地区

34

 この写真は、後ろに恐竜卙物館と恐竜の

モニュメントが見えますが、恐竜の足跡の

プランターの底を取って、雪で足跡の形を

作るという事業をしているところです。園

児の雪遊びに使ってほしいと思い、勝山市

の各保育園や幼稚園にこのプランターをお

配りしました。勝山に来たら、なぜか分か

らないが雪でできた恐竜の足跡がある、何

だろうなと思ったら子どもたちが恐竜の足

跡プランターを使って遊んでいる、そのよ

うな情景になっていくといいなと思います。 

勝山市片瀬地区

35

 勝山は「里地・里山」ということで、竹

が手に入りやすく、身近な素材の一つです。

竹は切り出しやすく、加工もしやすいとい

うことで、建築士会勝山支部と片瀬地区の

地元の人たちとプランターを作ろうという

ことになりました。 
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勝山市片瀬地区

36

 親子で参加してもらっていますが、子ど

もさんにも簡単に作ってもらうことができ

ます。親子で竹プランターを作ってもらう

ことをテーマにしましたが、竹は長いので

余る部分もあります。じっくり見てますと、

余った竹で一輪挿しを作ったり、竹を細か

く輪切りにしてアクセサリーにしたりと、

いろいろなものにチャレンジしていました。

創造性を掻き立てる素材でもあるのかなと

感じました。 

 実際、他の事業ですが、親子キャンプを

する時に「皿も箸も用意しなくていいです。

竹を用意します。」といったことがあります。

竹筒でごはんを炊き、竹でスプーンや箸を

作り、自分たちが寝るテントも竹で作ると

いうことをしたことがあります。竹は応用

性がありますので、キャンプの時も夜遅く

まで竹細工をしているお父さんがいました

ので、今回のプランターづくりでも熱心に

いろいろ作るだろうなぁと思っていました

ら、案の定、プランター以外にもいろいろ

なものを作っていました。 

勝山市片瀬地区

37

 竹プランターを作った後、みんなで記念

撮影をしました。今後も建築士会勝山支部

で活動していきたいと思います。 

勝山市片瀬地区

38

 作った竹のプランターの一部を、交流を

兼ねて今庄宿へ持っていきました。見ての

通り、自然素材でできたプランターがまち

並みにマッチしています。プランターを各

地域にプレゼントすることで、交流を図る

ことができますし、この写真を見ると勝山

ももっと頑張らないといけないなと思いま

すし、竹プランターは日本の民家にあうも

のだなと改めて感じます。 

 以上です。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございました。続きまして、

高島様お願いいたします。 
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鯖江市吉江地区

七曲り通り

39

《パネリスト 高島》 

 鯖江市吉江地区の高島です。 

 吉江地区は鯖江市の北部に位置し、福井

市の南部と隣接している、人口８千数百名

の地域です。この地域は皆さんご存知の通

り、近松門左衛門が幼年期を過ごした地域

です。吉江藩は福井藩の分藩として約３７

０年前に設けられ、約３０年続いて廃藩と

なりました。近松門左衛門の父が吉江藩の

藩士として赴任しましたので、近松門左衛

門の文化の継承と、近松門左衛門を核とし

たまちづくりをしています。まちづくり活

動の最大の目標は、地域の歴史と文化に誇

りを持ってもらうことですが、眼鏡産業が

盛んなところですので、働くことに忙しく

て文化に親しむ機会が尐ないということで、

地域の文化力の向上を図ることを一つの理

念として活動をしてきています。 

鯖江市吉江地区

出典：福井ふるさと百景
40

 当時の姿を見ることはできませんが、吉

江藩の遺構として城下町の七つに曲がった

通りが現存しています。道路は、国土交通

省のまちづくり交付金事業を活用し、石畳

舗装されました。 

鯖江市吉江地区

出典：福井ふるさと百景
41

 具体的にどのような活動をしているかに

ついて説明します。近松と言えば人形浄瑠

璃ですので、平成１７年に鯖江人形浄瑠璃

「近松座」を発足しました。写真は「傾城

阿波鳴門巡礼歌の段（けいせいあわのなる

とじゅんれいうたのだん）」の公演の様子で

す。 

鯖江市吉江地区

42

 今年で１５回目を迎えた近松まつりでの

公演の様子です。鯖江人形浄瑠璃「近松座」

という名前にもかかわらず、今までは近松

作品以外を公演していましたが、近松作品

が無いと名前倒れになってしまうというこ

とで、今年初めて近松作品を公演したとこ
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ろです。 

鯖江市吉江地区

43

 今年６月に発足した「たちまち子ども文

楽」の初公演の時の写真です。こちらも、

近松まつりで披露されました。鯖江人形浄

瑠璃「近松座」は１７名の大人で立ち上げ

ましたが、近い将来、子どもによる文楽を

立ち上げたいという悲願が達成されました。 

鯖江市吉江地区

44

 吉江藩の遺構である七曲り通り沿いが伝

統的民家群保存活用推進地区の指定を受け

たこともあり、まずは七曲り通りに手作り

の行灯を作って設置し、まち並みの風情を

演出し、まち並みへの関心を持ってもらう

ようにしました。 

鯖江市吉江地区

45

 行灯を設置したところです。この場所は、

江戸末期から明治、大正期の雰囲気を残し

た建物が集中的に現存している地域です。

鯖江市内でもこのように数軒残っている場

所は珍しいかと思います。 

鯖江市吉江地区

46

 行灯を設置したのは、今年で１０回目を

迎えた「立待月観月の夕べ」というイベン

トの時です。行灯を設置することで、この

イベントをさらに盛り上げることができま

した。 

 もう尐し時間がありますので、まちづく

り活動の流れをお話しします。 

最初のまちづくり活動は昭和５３年に遡

ります。その時に立待公民館の前庩に近松

門左衛門記念碑庩園を整備し、文学碑を建

立しました。近松門左衛門の命日である近

松忌に合わせて、俳句大会をしています。

芸術に触れ文化力を向上するために、県外
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の人形浄瑠璃劇団の招へい事業として、一

流の劇を見てもらう活動もしています。近

松文学散歩、大阪国立文楽劇場での鑑賞、

近松文学公演会、近松文学講座などを、年

数回開催しております。 

 まちづくり活動がこれからずっと継続し

ていくためには、草創期には行政機関とし

ての公民館が全てお膳立てしましたが、こ

れからは住民が中心となってまちづくり活

動をすることが大事です。公民館は仕掛け

人は務めますがあくまで黒子に徹し、住民

が主役である活動をおこなっていきたいと

思います。 

 以上です。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ４人のパネリストの方々ありがとござい

ました。皆様の活動が多岐にわたること、

また大変ご苦労されているということが、

皆様のお話でよく分かりました。 

 残された時間はあまりありませんが、せ

っかくですので皆様のお話をお聞きしたい

と思います。先ほどの碓田先生のお話にも、

多くの方が参加して初めてまちづくりとい

う話がありましたが、皆様の発表を聞けば

聞くほど、様々な苦労をされていること、

自分が参加するにはハードルが高そうだと

いうのが実感です。これから多くの方にま

ちづくりに参加していただく、次の世代に

つないでいくということが非常に大事なこ

とだと思いますが、まず、まちづくりに携

わっている皆様は、なぜそこまでボランテ

ィア的にまちづくりに参加しているのでし

ょうか。 

 

 

《パネリスト 小川》 

 私は武生の町のど真ん中に住んでいます。

ドーナツ化現象の真っただ中にいます。統

計によりますと、ここ１０年間で武生の旧

市街地から約２００軒のお店が無くなって

いるそうです。１年に２０軒ずつ無くなっ

ているのです。お店を辞めてもそこに住ん

でくれればいいのですが、住まいごと郊外

に行ってしまうのです。 

 それは結局、武生の街中に住まう魅力が

ないという認識で出て行かれるのだと思う

のですが、まち並み調査や古地図散歩をし

ていますと、武生の街中には本当にわくわ

くするような物語がたくさんあります。そ

れを地域の皆さんに本当に理解していただ

きたい、知っていただきたい、そのわくわ

く感を共有したい、ただその一言かなと思

います。 

 

《パネリスト 朝倉》 

 簡単に言うと「今庄愛」です。やはり自

分の住んでいる町に対する愛情があってこ

そ、町の魅力が分かって、この町を残した

い、まち並み・景観が段々消えていくこと

の寂しさという気持ちが出てくるのだと思

います。我々の活動も、皆さんが今庄愛を

持って活動しておりますので、五十嵐先生

の話にありました「ボランティアでなぜこ

こまで」というのは、やはりそこにあるの

かなぁと思います。 

 

《パネリスト 石畝》 

 私は左義長が大好きなんです。一年中お

囃子が頭の中に流れているぐらい好きなん

です。恐竜も大好きなんです。仕事柄、ホ

ームセンターへよく行くのですが、畔ガー
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ドを触っていた時に、うまくすれば恐竜の

足跡になるんじゃないかと思って買って帰

って、家でつくったら恐竜の足跡になった

んですね。 

 勝山市はエコミュージアム協議会という、

市民でつくっている団体があるのですが、

平成２３～２４年の２年間で実に２１の団

体が新しい事業をしたいと申請が出てきて

います。まちづくりに関して自分たちもや

っていきたいという機運が出てきているの

は、エコミュージアムの成果かなと思いま

す。今までは、「勝山なんて」とか「勝山は

何もない」という意識が多かったのですが、

勝山の魅力的な素材とか個性に気付いただ

けでなく、自信につながってきているので

はないかと感じます。 

昨年から、環境保全推進コーディネータ

ーの前園先生が奄美大島から勝山に移り住

んでいらっしゃいますが、その先生は全国

で初めて、赤とんぼが里地の田んぼから高

原に移動してまた戻ってくるということを

勝山で実証しました。実は赤とんぼという

種類のとんぼはいなくて、ナツアカネ、ア

キアカネ、ノシメトンボという名前なんで

すが、とんぼ一つとっても勝山はとんぼの

町でなんとかなるんではないかと気づかせ

てくれる人がいるというのもあるのかなぁ

と思います。 

 

《パネリスト 高島》 

 先ほどの活動紹介の中でご説明すべきこ

とがまだありましたので、ここで話させて

いただきます。 

七曲り通りに行灯を並べて、立待月観月

の夕べで雰囲気を盛り上げるということで、

情緒たっぷりの写真がありましたが、その

観月会は数軒残っている古民家を開放して

もらい、そこを会場として開催をしており

ました。居住文化を学ぶ取組として行いま

した。 

 先ほども話ししましたように、せっかく

近松という貴重な文化遺産がありますので、

これを活用したまちづくりを何としても実

現したいということで、区長会をはじめ各

種団体の総力戦で取り組み、みんなが実行

委員だという認識を持ってもらうために総

参加で行いました。また、将来の担い手と

して子どもも近松の文化に親しんでもらっ

て、継承してもらいたいということで、学

校と公民館と地域が連携して、子ども文楽

を立ち上げました。子どもが来れば保護者

も来る、祖父母も来るということで、観客

の動員数にもつながりますし、理解の輪が

拡がることになります。 

 地域の文化力をなんとしても向上したい、

近松という文化遺産を活かしたまちづくり

をしたいということでやってきました。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございます。郷土に対する皆

様の愛情がひしひしと感じられました。 

 もう一つお聞きしたいのは、今進められ

ている活動を次の世代に拡げていくために、

いろいろなご苦労があると思います。高島

様がおっしゃったように子どもさんを引き

込めば、親御さんを、さらに地区全体に拡

がっていくということでしたが、小川様は

具体的に運動を拡げていく方策はお持ちで

しょうか。 

 

《パネリスト 小川》 

 先ほども発表しましたが、工業高校等へ



- 35 - 

 

の教育支援というのは、単なる教育支援で

はなく建築士会の活動の継承をしてほしい

という思いがありました。次の世代の建築

を担う学生さんに、われわれの活動の継承

をしてもらいたいというのが一つです。 

 もう一つが、碓田先生の話にもありまし

たように、もっと若い小学校・中学校の子

どもたちに郷土のわくわく感をどのように

伝えるかということですが、実は明日、私

も所属している武生立葵会が市内のジュニ

アに向けての巡見を行います。これは春秋

で２回している、子どもを中心としたぶら

りツアーです。子どもさんのためと言いな

がら、大人の方、それも高齢者の方がたく

さん参加されますが、それはそれでいいの

かなと思っております。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございます。時間があまりあ

りませんので、他の方でもし、こういう活

動やっているんだということがありました

ら、ご発表ください。 

 

《パネリスト 朝倉》 

 今庄旅籠塾の場合は、教育支援で高校生

の話をしましたが、地元の小学生が授業で

若狭屋にやってきて今庄の歴史を話させて

もらったり、中学生にも同じようにさせて

もらっています。 

 そのほかに、小学生の間にまち並みを目

に焼き付けてほしいなということから、ま

ち並み絵画展を企画しまして、小学校５・

６年生にまち並みを描いてもらい、作品は

街道浪漫今庄宿というイベントで表彰して

います。町長賞、教育長賞など、町にもお

願いし、６つの賞があります。絵画展を通

じて子どもたちにまち並みを印象付けると

いうこともしています。 

 

《パネリスト 石畝》 

 事業を行うときは必ず親子でということ

がキーとなっています。また、面白い切り

口というのが必要になってくると思います。 

 実は私が今持っていますこの恐竜の模型

は、にわとりの骨で作っています。鳥類の

祖先が恐竜であるということは学術的にも

定説になっています。だったら、にわとり

の骨で恐竜ができるのではないかというこ

とで作ってみると、できるんですね。この

恐竜の模型をみんなでやってもらうことで、

興味を持ってもらえますし、恐竜のまちと

して発信する上でいいのかなと思います。 

 

《事務局 坂川》 

 県の立場というわけではないのですが、

まちづくりの活動に子どもの頃から後継者

育成として参加するのは大事なことだと思

いますが、実際のところなかなかまちづく

りに参加するということはエネルギーがい

ることだと思います。もっと身近な家庩の

中でお子さんと親が、例えば雛人形や五月

人形など日本古来からある年中行事を家族

と一緒に行うということも重要なことでは

ないかと思います。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 ありがとうございます。大変残念ですが

そろそろ時間となってきましたので、最後、

碓田先生に講評ということで言葉をいただ

きたいと思います。先生よろしくお願いい

たします。 
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《コメンテーター 碓田》 

 皆様方の話を伺いまして、大変勉強させ

ていただきました。何よりも、皆様の地域

への熱い思いと愛情が並々ならぬものであ

るということを、お話の中でひしひしと感

じました。 

 越前市では、１０数年前からこういう活

動をされていて、しかも地域の歴史資産を

細かく拾い出すという作業をしたうえで、

町家の改修モデルを作っていったりとか、

工業高校に来てもらったりして拡げていく、

さらには隣の今庄のほうへ拡がっていくと

いうような連携を話の中で伺うことができ

ました。 

 南越前町今庄でも、工業高校の学生さん

に来てもらったり、地元の小学生に対して

子どもの時から地域のまち並み・町家を学

んでもらおうという取り組みを熱心にされ

ているということを伺うことができました。 

 勝山市では、楽しい取り組みをされてい

るというのが印象的で、にわとりの骨で恐

竜を作るとか、恐竜の足跡を作るとか、竹

のプランターを作るとか、またそれを今庄

に飾ってもらうということで広めていると

いうことに感心させてもらいました。 

 鯖江市では、地域の文化として前面に押

し出され、それをまちづくりのキーにして

いく、しかも最初は公民館の館長さんとい

う立場から、公民館がまちづくりの主導だ

ったのをいかに地域の人たちが自主的に拡

げていくことができるかということに苦労

されている様子を伺うことができました。 

 やはり福井県は人材が豊富だなと感じま

した。また、地域にずっと住んでいる方が

多いというのが、住教育、住まい・まちづ

くり学習を拡げやすく、血縁性も含めてネ

ットワークが濃いというのが大阪との大き

な違いだと思います。それが、この地域で

住まいづくり・まちづくりを行っていく根

っこにあるのではないかと思います。地域

の流動性が尐ないというのは、良い面も悪

い面もあると思いますが、住まいづくり・

まちづくりについては、ずっとそこに住ん

でいらっしゃる人がいるということは、こ

れからの発展性があるのではないかと思い

ます。 

 今日は、私の方がむしろそれぞれの地域

に行って、拝見させていただいて、勉強さ

せてもらわないといけないことがたくさん

伺えて、本当にありがとうございました。 

 

《コーディネーター 五十嵐》 

 碓田先生、ありがとうございました。私

も福井に生まれ育ってきて、若い時はどう

してもまちづくりは煩わしいものと思って

いました。また一方で、変な安心感といい

ますか、私がまちづくりに関わらなくても、

自分の地元は良いままずっと続くというイ

メージが、どことなくありました。この年

齢になり、今、そんな感覚はありません。 

 私は２年前に町内会長を務めましたが、

指導していただいた方は高齢で、この方た

ちがいなくなったら私たちはつないでいく

ことができるのかなと丌安に感じていまし

た。文化を維持していくということが難し

くなってきている時代ですが、まちづくり

活動や関わっておられる方々の想いを知る

ことで、まちの魅力が伝わり、活動が拡が

ってゆくと思います。 

今日のシンポジウムで色々なまちづくり

の活動を紹介できたことで、会場にお越し

いただいた皆様の次の行動に結びつけば、
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大変価値のある時間になったのではないか

と思っています。 

そろそろ時間となりましたので、これで

パネルディスカッションは終了させていた

だきます。どうもありがとうございました。 

 

《事務局 坂川》 

 あっという間の２時間でしたが、考える

ことが多く、とても有意義な時間を共有で

きたのではないかと思います。 

 これにて住教育シンポジウムを終了させ

ていただきます。本日は誠にありがとうご

ざいました。 
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住教育シンポジウム 参加者アンケート 
 

本日は、住教育シンポジウムにご参加いただき、ありがとうございました。 

今後の住教育活動の参考としたいため、アンケートにご協力をお願いいたします。 

皆様の率直なご感想・ご意見をお聞かせください。 

 

１ あなたの職業について教えてください。 

A．住宅関係従事者  B．住宅関係以外従事者  C．無職  D．学生  E．その他 

 

２ あなたはまちづくり活動に参加していますか。 

A．積極的に参加している     B．参加している   

C．興味はあるが参加していない  D．参加していない 

 

３ あなたは「住教育」という言葉を聞いたことがありますか。 

A．ある  B．ない 

 

４ 今回のシンポジウムを何で知りましたか。（複数回答可） 

   A．案内チラシ  B．ホームページ  C．新聞  D．県の広報  E．職場からの案内 

F．知人の紹介  G．メールマガジン H．その他（        ） 

 

５ 今回のシンポジウムの内容はいかがでしたか。 

  A．大変良かった  B．良かった  C．あまり良くなかった   D．良くなかった 

上記の選択理由（                             ） 

 

６ 今回のシンポジウムで、あなたの住教育への関心や理解は深まりましたか。 

  A．大変深まった  B．深まった  C．あまり深まらなかった  D．深まらなかった 

上記の選択理由（                             ） 

 

７ 今回のシンポジウムで、特に興味深かったことは何ですか。 

 

 

 

 

８ 今後、住教育で取り上げたらよいと思う内容、その他ご意見等があれば教えてください。 

 

 

 

ご協力いただきありがとうございました。 



- 39 - 

 

 

シンポジウム参加者数（出演者除く）  １４３人 

アンケート回収数    １０８枚 

アンケート回収率   ７５．５％ 

 

Q１ あなたの職業について教えてください。 

住宅関係従事者 64  

住宅以外従事者 13  

無職 11  

学生 9  

その他 11  

 

Q２ あなたはまちづくり活動に参加していますか。 

積極的に参加している 12  

参加している 37  

興味はあるが参加していない 30  

参加していない 27  

 

 

Q3 あなたは「住教育」という言葉を聞いたことがありますか。 

ある 77  

ない 31  

 

 

 

 

Q4 今回のシンポジウムを何で知りましたか。（複数回答可） 

案内チラシ 17  

ホームページ 2  

新聞 7  

県の広報 14  

職場からの案内 55  

知人の紹介 23  

メールマガジン 1  

その他 7  

 

 

参加者アンケート結果 
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Q5 今回のシンポジウムの内容はいかがでしたか。 

大変良かった 21  

良かった 78  

あまり良くなかった 5  

良くなかった 0  

 

選択理由 

[大変良かった] 

・住教育についてこれまでは家に関する教育かと思っていたが、地域全体の取り組みであること

を知ることができた。生活の教育なのですね。 

・子供達に地域の伝統を伝えるために、ボランティアの人達が伝えているのが大変良かった。 

・まちづくりのきっかけ、遊びやまつり（地域）を通じて発展させることの重要性の認識。 

・各地域のまちづくり活動状況。 

 

[良かった] 

・スライド写真を使っての説明がとてもわかりやすかった。 

・他地区の取組がわかった。 

・パネリストの活動を聞けたこと。 

・実際活動されている方の活動内容や意識の高さを知れたので。 

・まちづくりについて、じっくり考えられた。 

・普段考えない事を考えるきっかけとなった。 

・良かったが、発表（特に講師の内容）がテーマ性をもたせてもよかったのでは… まちづくり

の紹介が多かったので、退屈した。 

・各まちづくり活動の内容が理解できた。 

・説明が上手で、とてもいろいろ分かった。 

・基調講演が分かりやすく認識が深まった。 

・住民参加、地域愛を感じた。 

・碓田先生の講演で多くの方が、地域活動をしていることを知った。 

・身近なことが良かった。 

・各地区の行事内容が良かった（子供を交えた行事）。 

・住教育について初めて知ったが実例をあげて説明してあったのでわかりやすかった。 

・各地域での住まいやまちづくりの活動内容を知ることができた。 

・地域資源として、まつりやしつらい等の文化的側面がまちづくりの機運醸成を図る事例として

多いことがわかった。 
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Q6 今回のシンポジウムで、あなたの住教育への関心や理解は深まりましたか。 

大変深まった 18  

深まった 77  

あまり深まらなかった 9  

深まらなかった 0  

 

選択理由 

[大変深まった] 

・今までの私の住教育のイメージは、家の教育というものでしたが、地域文化すべてを含めたも

のというイメージに変わりました。しかし住教育というものがどういうものかということがま

だ理解しきれていないので、もっと勉強したい。 

・将来、生まれてくる子供達に今日学んだ事を教えなければならないと思った。 

・次世代に継承する街づくりの人的なもの、ハード・ソフト両面での方策には大変参考になった。

伝統行事の掘り起こしをもっと行政や教育機関がやるべき。 

 

[深まった] 

・何をすれば良いか、何から始めれば良いかがわかった。 

・住教育と一言で言っても「住まい」「まち並み」「住まい方」と様々な視点がある為。 

・どういったことが住教育なのか具体的に知ることができたので。 

・自分が知らないだけで、いろいろな取り組みが行われているのがわかった。 

・様々な地区の努力が伺え、住民もまたさらに一人一役で立ち上がる必要ありと感じた。 

・モノ、コト、ヒトという地域資源のキーワードが印象深かった。 

・まちづくりのきっかけ、遊びやまつり（地域）を通じて発展させることの重要性の認識。 

・住まい方の日本らしい文化を次代の子供に伝える。 

・第一部の講演会では、住まいや町に関心をもらうにはどうすればよいかを事例を挙げながらの

説明で非常にわかりやすかったし、今後のヒントにもなる考え方がたくさん見つかりました。

第二部では県内各地のその実践を紹介するものでしたが、各々の説明が長く、もっとパネリス

トさんの意見や考えを拝聴したかったです。 

・古き良き物は残してそこで生活していけたらと思います。 

・子供の時からの“住む”とか“景観”の授業が家庭科以外に“図画（絵画）”・“工作”・“社会

科”で教えることはいいと思った。 

・まちづくりは、人づくり、さらに地域のコミュニティーが重要である。 

・古来より続く地域性を大事にしていく中で、住まい方に対して理解が深まるものだと感じた。 

 

[あまり深まらなかった] 

・自分のことで時間を使っているのでなかなか参加したり見学するのが難しい。 

・誤ったまちづくりの例を参考にディスカッションしてはどうか。 

・仕事上、参加が難しいから。 
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Q7 今回のシンポジウムで、特に興味深かったことは何ですか。 

・大阪教育大学の碓田智子先生の地域資源を活用した住まい・まちづくり学習。 

・大阪教育大学の碓田智子さんのお話を聞いて、イベントなどが大切だということが分かった。 

・居住文化は、モノ、コト、ヒトの３つでできているなんて知らなかった。昔の町並みや昔の家

屋を子供たちに教えたり体験させたりして町おこしや発展させたりしていてすごいと思った。 

・祭の時の街並の事例（町家）。 

・ひな人形やつくりものでのまちづくりについて。 

・伝統的行事のみでなく、イベント型ひな祭り等の身近な行事をきっかけとした取組が行われて

いること。 

・町おこしイベントとして、ひなまつりイベントを行っている地域が全国で１２０ヶ所もあると

いうこと。こういった住民自身が参加することにより、自身の住む町並みの良さを知る良い機

会であると感じる。 

・伝統行事としてのつくりもの（復活）。 

・H１０以降の新しい町おこし型の（ひな）まつりが急増しているという事実、必ずしも伝統と

つながらないまつりが、まちぐるみで実現している点が面白かった。 

・まつりのしつらいに興味をもちました。やはり伝統行事には興味深いことが多くあり、まちづ

くりを考えるときには、これを知ることが大切だと感じました。 

・各地区にいろんなお祭りがあるのにとても興味をもちました。 

・まつりのしつらいで家の中の空間演出など。 

・碓田先生の講演-祭りを通して住まいを考え町家の保存や活用につながるという活動。各地域

での“住教育”のとりくみ⇒情熱的なリーダーの存在が必要？ 

・住教育=住まいづくり・まちづくり。 

・住教育について。 

・住民自身の取組が必要。 

・身近なまちづくりへのかかわり方。 

・住教育がまちづくりと関係深いことが理解できた。 

・住教育のあり方などがよくわかった。 

・住教育についてのパネルディスカッションに興味がありました。福井の住まい方の特性。 

・パネルディスカッションで他の地区における活動の実例に触れることができ、参考となった。 

・各パネリストがボランティア的な立場でまちづくりに取り組むという話。 

・各地区のパネリストさんの発表、それぞれ地域に根づいた活動をされていて興味深かった。 

・パネリストの地区では地域資源をうまくまちづくりに活用しておられた。まちづくりを住まい

づくりにどのように今後つなげるのか興味深く見守りたい。 

・まちづくりへのプロセス内容。 

・４つのパネリストの住教育の取り組み方がよく分かりやすかった。 

・パネルディスカッションがとてもよかった。 

・各地で活動している人がいること。 

・各地域のまちづくりの活動内容。 
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・各地域での具体的実例、紹介。 

・まちづくり活動に積極的に取り組む機運が高まりつつあることを改めて感じとれた。 

・いかにして地域の人と住教育をしていくのかを様々な例を通じて知れたこと。 

・身近なところでも昔ながらの沢山の行事が行われている事に驚かされた。 

・事例はどれも良かった。いろんな地域の文化を残していくことは大切ですね。私も地元の伝統

的な文化の保存会に所属しているので、まち並みの維持、いや向上のため、積極的に参加して

いきます。 

・地域の技術に愛着をもって、次世代につなげる努力に感動。 

・地元の歴史がわかって大変よかった。 

・古い町並みを残すこと、子供達に伝えることは大切だと思った。 

・まつりのしつらいが、多くの地方で似た事を実施している。越前市街地が３００年前の街路を

残している。 

・越前市タンス町界隈 小川利男氏の話。 

・武生の活動の歴史の長さ。工業高校との活動。 

・南越地区の歴史的建築物を生かすというのは興味深かった。工業高校や大学生に参加してもら

い活動を広げてもらうなど。 

・今庄旅籠宿の地元密着の地道な活動。 

・今庄宿の再生のこと。 

・勝山地区での竹のプランター作り。（竹を使用したバーベキューやキャンプをするとおもしろ

いと思った。） 

・石畝さんに対して、にわとりの骨で恐竜の模型を作った事や、良く頑張っていると感じられた。 

・勝山、吉江両地区での取組み。 

・「地域の文化力の向上」「地域の熱い思いと愛情」何を次世代に残していくか、大人が子供のこ

ろから、どのように大人と接して文化を教えてもらってきたことを思いかえしながら、さらに

受け継ぎ、残していく方法を見直していく。 

・これから協力出来ることがあればやっていきたい。 

・長い期間の活動が大事なんだと思いました。地域の宝物はたくさんあるって事。 

・子供達にいろんな体験をさせている事はとてもすばらしい事だと思います。少しでも興味を持

ってもらいさらに次の世代の子達に伝えていってもらいたいです。学校教育の中でもそのよう

な時間をもっと増やし、連携を深めていくことも重要になってくると思います。 

・住まいを教材に子供達に伝統を伝えることは、とても大切なことだと感じました。 

・福井県で８つの地区が、地域の発展に貢献していることに興味を持ちました。 

・住環境以外に住まい方のソフト面へのシフトが大切であろう。 

・大人との交流館（建物）との交流 ⇔ まつりで童子が学ぶものは多いでしょうね。 

・日常の昔ながらの行事を継承することが重要である。それを自然なものとして広く知って貰う

広報活動の必要性を感じとり、行政での展開をすることが良いのでは。 

・祭を中心、イベントが中心、まち並みが中心の話は興味深かったが、もっと身近な住宅街での

研究を深めたものを聞きたかった。また住教育の広さに驚きました。 
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Q8 今後、住教育で取り上げたらよいと思う内容、その他ご意見等があれば教えてください。 

・中高学生の発表もあってよいのでは？ 

・子どもを対象とした内容を取り上げて欲しいと考える。 

・大学の中で教育学部と建築学科とのつながりをより強く関わりをもち、より多くのことを子供

たちに伝える方法を深めていく。大人も関心が持てる住教育のきっかけづくり、仕事もいいけ

ど仕事以外に地域に目を向けることができる心の余裕の持ち方。 

・まちづくりは「人づくり」の気持ちで。子供・若者参加型のイベントをこれからも増やせるよ

う、学校教育カリキュラムに取り入れる機会も増やして頂きたい。 

・町内会の子供達が参加出来る行事を積極的に立宰、企画を住民がする。 

・子どもから大人まで楽しめるイベントを考えていってほしいです。 

・小・中・高への住宅関係者の関わり。 

・民家（いなかの家）←町中の子が生活してみるという体験  町家←いなかの子が生活してみ

るという体験  「住教育」という言葉で具体的内容のイメージがつかない。 

・小学校の親・子にも今大会の案内を工作・図画の先生を中心に出して、大工さんの「トンカチ

広場」「カンナがけ実演コーナー」に来てもらって手で実感してもらうのも今後いいでしょう。 

・工業高校や大学との協働は行われているようだが、小中学校での住教育がまだまだなのかなと

いう印象があったので、もっと子どもたちとの活動を進めていただきたい。 

・これからの地域をささえる若者や子ども達を巻き込んで取り組んでいただければありがたいと

思う。“次世代を育てる”が大事なテーマだと思う。ジュニア巡見（小川先生）の立ち上げは

素晴らしいと思う。 

・福井にも住まい関係の技術を習得できる学校が出来てほしいです。（北陸では富山にあります

よね） 

・住教育と言うことだが、県の教育関係部所とのコンセンサス・連携がとれていないのではない

か。私の知人の教員に聞いてみたが全く聞いたことがないとのことであった。せっかくよいこ

ととするのだから、建築関係者の一人よがりにするのではなく横のつながりを作って進めてい

ってはどうでしょうか。  

・“地域資源を活用”が強調されすぎ。街並みが残っている地域が主であったが、実際はそうで

はない地域が多い。 

・新しく「つくりあげる」まちづくりへも踏み込んで欲しかったと思う。もっと底辺の普段の努

力の積み重ねで「つくりあげる」文化も対象にして欲しかった。“かっこう”の良すぎる事例

ばかりで現実的ではないのが感想。 

・祭や歴史のある地域では取り組みやすいと思うが、そうでない地域（例えばマンション・アパ

ート・新しくできた住宅地など）の者へは、住教育をどう広めていくべきか。流動性あるとこ

ろでは難しいのかな。本日は大変良いシンポジウムを開催いただき、ありがとうございました。 

・今回の発表をされた地区は古い街なみや建築が残っているものばかりでした。文化を大事にし

継承することも大事ですが、福井市のような古いものが残っていない地区での住教育活動もも

っとやってもらいたい。 

・昔の家屋や人通りが少ない家を改修や体験活動などをして活気のある通りにすれば良いと思う。 
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・伝統行事への参加。 

・勝山片瀬地区・周辺での竹を使用した催しをしてほしい。たとえば隣りの平泉寺地区とタイア

ップして平泉寺街道で日本一キョリが長い、竹を使った流しソーメン大会とか面白いと思う。

（他、竹を使用したバーベキューやキャンプをすると面白いと思った。） 

・時間をかけた地道なまちづくりや、まちづくり実践教育の事例、および、まちづくりの世代間

継承の取組。 

・地域に伝わる財産に誇りを持ってもらう暮らし方、建築素材を知り、伝えていく活動。 

・雨・露をしのぐ家から、憩いの場・文化の地の役割を持ってきている。生活の場を視点として

の、住教育の内容をお願いしたい。 

・どうして今の活動を続けるかという課題。 

・省エネ関係、 ２、３世帯のあり方。 

・家庭や地域での昔から受け継がれている行事や考えを広く拾い上げ、それを教育や広報して行

くと良いのでは。 

・商店街のある街並みに近接して暮らすことをテーマにした住教育モデルの観点とした取り組み

も、別の切り口としてあってもよいのではないか。住教育を文化的見方から、経済的見方から

取り組んでみても面白い。 

・身近な取り組みから住まいづくりを考えること。継続性が重要であるということ。住民が主役。

日々の営みがまちをつくる。 

・自治体ごとの活動を行う際、もっと住民に知らせる事が重要だと思います。“周知”の量が少

ないかと…。今後のシンポジウムでは専門家の意見ではなく活動をしている住民の方々の意見

が聞きたいです。 

・建築関係者が多く見えたが、行政・教育一般に広くご案内してよい。 

・段上と参加者との討議・討論が少々でもあれば良かったと思う。 
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